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サマー・サイエンスキャンプ2010

農環研は、７月28日から30日の3日間の日程で、

サマー・サイエンスキャンプ2010を実施しました。

サイエンスキャンプ は、独立行政法人科学技術振

興機構（JST）が主催して、全国の協力研究機関に高

校生・高等専門学校生を受け入れ、さまざまな科学技

術分野の研究者・専門家の指導で実験や実習を行う

「科学技術体験合宿プログラム」です。

今回、農環研では「外来植物を探してみよう」をテー

マに6名の高校生を受け入れ、わが国の生物多様性を

脅かす要因の一つである外来種問題について学んでも

らいました。また、「外来植物はどんな場所に多いか」

について、自分たちで考えた仮説を実際に野外調査をし

て検証することで、研究者がどのようにして農業環境を

調べ、研究に取り組んでいるかを体験してもらいました。

報　告

印刷　（株）高山
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つくばちびっ子博士2010

農業環境技術研究所では、夏休み中の７月21日（水）、

８月4日（水）、18日（水)の3日間「つくばちびっ子博

士2010」を開催しました。

７月２１日の 「昆虫採集教室」（小学校３年生以上、

事前予約制） では昆虫の研究者が昆虫採集と標本の作

り方を子どもたちに教えました。８月の４日と１８日には、

農業環境インベントリー展示館を研究者の説明付きで

案内し、農業と環境についていろいろなことを学んでも

らいました。

「つくばちびっ子博士」は、子どもたちに科学のおも

しろさを体験し、科学技術に関心を持ってもらうことを

目的として、つくば市などの主催で毎年実施されている

イベントです。全国の小中学生を対象とし、期間中は

協力機関であるつくば市内の研究機関や大学で、さま

ざまな展示やイベントが催されます。

（広報情報室　広報グループ）

報　告

研究所構内で採集した
虫を標本にします

展示館の資料の解説に
聞き入る参加者

野外調査（左）と研究のまとめ発表（右） （広報情報室　広報グループ）
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